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島根原子力発電所「体感装置」の設置について

 

  島根原子力発電所では，この度，設備の異常状態を実際に経験できる「体感装置」を設置し，技術研修に活用
することとしました。
  島根原子力発電所は，１，２号機とも営業運転開始以来，順調に発電を続けており，平成１０年度の設備利用
率は１，２号機合わせて９５．４％（１号機：８７．４％，２号機：１００％）を達成しております。
  一方，実務においては機器等の不調に接する機会が少なくなっていることから，本装置によりポンプの運転
や，配管内の流動について，人為的に異常な状態（兆候）を作り出し，「見る」・「聴く」・「触れる」ことで体感し，よ
り深い保守・運転知識の修得を目指します。
  このような多機能・コンパクト型の「体感装置」は，原子力発電所では初めて導入するものであり，今後，本装
置活用により，更なる安定運転の継続に役立てていきたいと考えています。

 

１． 運用開始 平成１１年８月

２． 設置場所 島根原子力発電所  技術訓練センター内

３． 設備概要 ポンプ軸受の異音や配管の振動を体感するなど９つの機能を備えた装置。（別紙参照）

４． 大きさ 幅２ｍ，長さ３ｍ，高さ２ｍ

５． 費用 約１，５００万円

６． 今後の予定 本装置により,当面入社５年目までの社員約１００名を,３年間で研修させる予定。１１年度に
ついては，このうち約３０名が受講予定。

(添付資料)

  ・島根原子力発電所「体感装置」の概要（別紙）

以上



別紙

島根原子力発電所「体感装置」の概要

  項目 概要

１ ウォーターハンマー   配管内に流れている水を急に遮断すると，水の勢いのために配管内の圧力が急
激に変動する。この圧力変動が起こる現象をウォーターハンマー現象という。
  この装置では，配管内の弁（逆止弁）を急に閉じることによってウォーターハンマー
を発生させ，圧力記録計により圧力変動を確認したり，発生する音を体感する。

２ 機器（軸受）の振動   この装置では，ポンプの軸におもりをつけたり，あらかじめ軸受に傷をつけたポン
プを回転させることで振動や異音を発生させ，軸受などに手を触れたり，回転音を
聞くことで，正常な状態との差異を体感する。また，振動計により振動数値の確認も
行う。

３ 軸受の異音

４ 配管温度，保温効果   配管内の水を温め（常温～６０℃程度），配管部に手を触れたり，温度計で温度を
確認することで温度感覚を体感する。
  また，配管に厚さの異なる保温材を巻き，その上から手を触れることで保温材の
保温効果を体感する。

５ 配管熱膨張   配管内の水を温め（６０℃程度），配管の伸びを測定器で確認することにより，温度
変化による配管の膨張差異を確認する。

６ ポンプキャビテー
ション

  水は気圧低下により沸騰する温度が低くなるが，ポンプ入口の水圧が下がること
でポンプ内の水の一部が沸騰して泡を生じる現象をポンプキャビテーション現象と
いう。
  この装置では，ポンプ入口の水圧を下げ，透明なアクリル板越しに配管およびポ
ンプ内部に発生した泡を目視で確認し，キャビテーション現象を確認すると共に，音
を体感する。

７ 配管振動   配管を振動装置により振動させ，振動する配管に手を触れるとともに振動計を確
認することで手に伝わる感じと振動値を比較，体感する。

８ 配管空気だまり   作業により配管内の水を抜いて点検後に水を入れると，配管内に空気だまりが生
じることがある。
  この装置では，透明なアクリル製の配管内に空気だまりを発生させ，配管内での
空気だまりの状況を目視で確認したり，空気を抜くときの空気だまりの変化を確認
する。

９ 仕切り弁の特性   仕切り弁には，弁本体に小さな穴が付いている特殊な仕切り弁がある。
  この装置では，特殊な仕切り弁に透明なアクリル製カバーを取り付け，着色した水
を注入して弁本体の小さな穴からの水の流れを目視で確認することにより，理解し
にくい特殊な弁の構造と特性を理解する。
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